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1 論文の構成 
 「民族問題と国家」の副題を持つ本論文『周縁からの中国』は、1998 年 9 月
に東京大学出版会から刊行されたもので、本文 309 ページ、はしがき＋目次 xiii、
索引＋年表＋参考文献 33 ページからなる。その構成は次のとおりである。 
 
はしがき 
第一章 清朝期・民国時代の辺境政策 
第二章 現代中国の民族政策の核心 
第三章 民族は作られる―民族識別と中華民族論 
第四章 民族政策の軌跡―一九五〇－八〇年代 
第五章 市場経済とエスノ・ナショナリズム―民族問題の現段階 
第六章 内外モンゴル統合の試み―エスノ・ナショナリズムの諸相（一） 
第七章 「東トルキスタン共和国」をめぐって―エスノ・ナショナリズムの諸
相（二） 
第八章 一九五九年チベット反乱考―エスノ・ナショナリズムの諸相（三） 
終 章 中国政治と民族問題―周縁から何が見えるか？ 
 
2 論文の概要 
 本論文は、現代中国の主要問題の一つである民族問題を中国国家のあり方と
絡ませて論じたものである。「民族問題と国家」という副題が著者の一般的な問
題意識を示す一方、「周縁からの中国」という主題は、民族問題が辺境地帯で発
生する中国に即した視角の方向性を示すとともに、現代中国政治研究の専門家
である著者の中国分析への独特な意欲を示している。 
 清朝中国の広大な領域を継承して、そこに国民国家を形成しようとしてきた
現代中国は、漢民族以外に、主として辺境地帯に居住する 55 の少数民族を抱え
込んでいる。それらを国民に統合しようと政治統合政策を進める中央政府、そ
の政策に便乗して辺境に進出し、市場化を進める漢族からの圧力に、各地の少
数民族は異義を申し立て、抵抗を繰り返してきた。そこに生じる民族問題とい
う緊張と抗争を、著者は、中央権力の統合政策およびその変化と、それに対応
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する民族的・文化的少数者の抵抗のあいだの相互作用として分析しようとして
いる。その相互作用の場―「周縁」―から「中心」を照射することによって、
中国政治の分析に新しい地平を開こうとするのが著者の最終目標である。 
 序章に当たる「はしがき」では、民族をめぐる「分化」と「統合」という相
反する動きが世界的に存在し、中国もその例外ではないことを指摘し、中国の
民族問題を研究する意義を強調している。中国における少数民族の動きも「エ
スノ・ナショナリズム」の概念で捉えることが可能となるわけであり、著者は、
それを随所に適用しながら、同時に中国政治の特徴を明らかにする狙いをもっ
て、実証的な考察を進めることになる。具体的に考察すべき問題点として、①
中国の民族政策（特に民族識別工作）は少数民族を中華人民共和国に包摂する
ために必要とされたものか、②異なる歴史を持つ大小様々な少数民族集団を一
律に扱う意図は何か、③中国政府は民族が絡む紛争をすべて「民族分裂主義」
とするが、それは正しいのか、また、その意図は何か、を挙げ、これらの疑問
に答えることを本論文の課題としている。 
 本論文の本文部分は大きく３部構成になっている。その構成については、著
者自身が「序章」で簡明に述べているので、主としてそれによって紹介すると、
第１章から第 3 章までの第１部では、現代中国の民族問題をみるための前提と
して、歴史と政策の概要が述べられている。第 4 章と第 5 章によって構成され
る第 2 部では、現代中国における民族政策の展開と民族問題を 2 期にわけて通
時的にたどっている。第 6 章から第 8 章までの第 3 部では、現代中国のエスノ・
ナショナリズムの諸相として、典型的な三つの事例を詳細に検証している。 
 第 1 部の第 1 章は、清朝後半期から中華民国期の辺境統治の構造と政策を、
現代中国への関心にそってまとめたものである。それによれば、中国中央政府
の辺境政策・民族政策は帝国の「緩やかな支配」から均質的な国民統合へ、ま
た、省制導入による辺境の内地化へと変化したと特徴づけることができる。第 2
章は、如上の歴史を承けた現代中国の、民族問題に関する政策の核心を整理し
ている。中国共産党の民族政策が、当初の民族自決と連邦制の構想から、それ
を放棄して、区域自治制を採用するに至る過程の分析･記述がその中心である。
第 3 章は、中国における「民族の創造」と国民形成の問題を、国家による民族
の認知行為である民族識別と中華民族論を材料に論じたもので、本論文全体の
中核部をなすものである。 
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 第２部は 1980 年代を境に二つの時期を設け、1949 年から 1997 年までの中国
政府の民族政策の軌跡を辿っている。この時期区分は、中国の民族問題が 1980
年代末から変質したとみる著者の理解にもとづいたものである。1980 年代まで
を扱う第 4 章では、50 年代末に政府の民族政策が急進化し、地方民族主義批判
や民族融合論が唱えられ、経済統合と政治統合が強行されたことが重視されて
いる。第 5 章では、1980 年代末からのエスノ・ナショナリズムと、それにとも
なう中国の民族問題の国際化が重視されるとともに、市場経済化の進展が少数
民族のエスノ・ナショナリズムを刺激し、紛争が激化することが述べられてい
る。 
 三つの事例を扱う第３部の最初は、第６章の内モンゴルにおけるエスノ・ナ
ショナリズムである。内外モンゴルの合併を目指した内モンゴルでの運動の経
緯と末路が、その指導者ハフンガの経歴とともに、可能なかぎり詳しくあとづ
けられている。第７章では、新疆におけるエスノ・ナショナリズム運動である
東トルキスタン共和国の構想を、ソ連の「介入」の性格の問題を含め、また指
導者アフメドジャンなどの帰趨を含めて、検討することによって、「東トルキス
タン共和国」の「謎」に迫ろうとしたものである。第８章は 1959 年のチベット
反乱を取り上げ、それにいたる過程、その後の政治過程を再構成したものであ
る。それによって、「ラサ反乱」の近因がチベット周辺部における社会主義改造
と中央の新宗教政策にあったこと、また、中央チベットに対して特殊な行政政
策をとれば民族的・宗教的衝突は回避できるとした中央政府の区域自治政策そ
のものに限界があったことを明らかにしている。3 例を通じて、中国辺境におけ
るエスノ・ナショナリズムの展開には、国内要因だけでなく、国際的な要因が
重要であったことが指摘されている。なお、第８章が 1959 年のチベット反乱に
焦点を合せているのをはじめ、第３部で考察された事例はいずれも 1940～50 年
代のものである。 
 以上の各章の考察をまとめた「終章」では、まず、中国における「民族の創
生」は多民族国家中国における「上からの国民形成」に不可欠のプロセスであ
ったと結論している。全体的には、中国の民族問題を、あくまでも主権国家と
しての統一を完成させようとする中央の政治指導者と、内外からの圧力にさら
されて、中央への異義申したてを強める辺境の少数民族との衝突、あるいは相
互作用として捉えることの妥当性を確認している。そして、その根源が中央に
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よる「一元的政治体制と強固な集権システム」にあると結論することによって、
現代中国政治の特質を明らかにしえたとしている。あわせて、そのようなシス
テムに対して、重層的な「領域統合」のメカニズムの創出を提案することによ
って、将来の中国と世界の安定を展望して、本論文を結んでいる。 
 
3 論文の特徴と評価 
１）本論文の第一の特徴は、現代中国政治研究の主導者である著者が、辺境に
おける少数民族をめぐる民族問題から分析を進める手法を採用して、民族問題
と国家の関係を明らかにするとともに、現代中国政治の基本的な特質を剔抉し
ようとし、それに成功したことである。現代中国政治の基本的な特質とは、一
言でいえば、広大な領土に一つの統一国家を樹立すること、国民統合を成し遂
げることを大きな枠組みとして、政治が行われてきたことである。少数民族に
対しては、いくつかの基本政策が順次採用されたが、いずれもこの大目的を前
提としたものであり、何よりも、民族を作り、民族を識別するという政府の政
策と実行にその特徴が如実に表れたことが説得的に示されたといえよう。換言
すれば、著者のいうとおり、「上からの国民形成」の試みと中央における「一元
的政治体制と強固な集権システム」が民族と民族問題、民族紛争を生み出した
のである。 
２）現代中国における民族、民族問題に関してこれだけ総合的、体系的な考察
を提供するのは本論文がはじめてである。中国について、個々の少数民族に関
する文化人類学的な研究は少なくないが、中央政府の民族政策のそれぞれの内
容と変化、それらと少数民族の実態との呼応関係、国内関係のみならず国際関
係にも及ぶ体系的な研究は他にない。さらに、清朝後期から中華民国時代、そ
して現代中国までの辺境政策・民族政策を一貫して体系的に俯瞰した叙述も、
本論文の貴重な貢献であるということができる。 
３）中国共産党の民族政策が民族自決を認めるものから、それを認めない「区
域自治」に変化したのはなぜか、どのような経緯であったのか、中国共産党政
権による民族識別工作とは何であったのかなど、従来、十分に説明されていな
かった問題のほとんどすべてに、本論文ははじめて明快な体系的な解答を与え
ている。特に、国民統合を命題とする政治体制が、敢えてそれに矛盾する民族
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「識別」を行ったのはなぜかという謎に本論文が与えた解答は納得の行くもの
である。総じて、本論文は「はしがき」に列挙した疑問に答えることに成功し
ており、全体として首尾一貫していると評価することができる。 
４）中国における多様な「民族紛争」の内容を丹念に分析し、個々の事例につ
いて興味深い新事実や新知見を豊富に提示している。内モンゴルの事例におけ
る国際環境の要因、新疆・東トルキスタンの事例におけるソ連とロシア人の関
与の識別、チベット反乱に対する新宗教政策の影響と「周辺チベット」という
視角の提出など、新たな問題提起も重要で、注目されるところである。また、
内モンゴルの事例に現れたハフンガ、東トルキスタンの事例に現れたアフメド
ジャンという人物像は、本論文によってはじめて本格的に描出されたものであ
るが、極めて魅力に富む。そして、最近における中国の国民形成政策の要とな
っている「中華民族論」が、費孝通を中心に、どのような経緯で生み出されて
きたかの分析も、本論文がはじめて、しかも説得的に提出するものである。こ
の領域では、今後新たな資料が利用可能となり、新世代の研究者による研究の
深化が予想されるが、本論文が今後の研究に確固とした基盤を提供し続けるこ
とは間違いない。 
５）著者が本論文で採用する分析手法は、中国の中央および関連する諸地域に
密着して、総合的に考察する地域研究のそれであるが、それに加えて、歴史学、
政治学、国際政治学・国際関係論の分析手法と概念を採用した総合的なもので
ある。「エスノ・ナショナリズム」という概念については、著者自身による概念
の検討がなされず、出来合いのものをやや安易に適用しているが、全体として、
多領域にわたる概念の適用は練達のものであるばかりでなく、著者の真摯な学
際的学習の成果が活かされており、好感がもてるものである。歴史的考察と事
例研究においては、利用可能な資料を最新のものまで最大限活用しており、な
お資料に制約のある場合もあるものの、的確な資料批判と妥当な解釈によって
それらを目配りのよいヒストリーに再構成する手腕は熟練のものである。歴史
研究と現代中国研究が見事にミックスされた業績と評価することができる。 
６）本論文の 3 部構成は、著者の長年にわたる中国辺境研究の成果を活かすべ
く、熟慮の結果選ばれた構成であると思われるが、これとは別の構成もありえ
たのではないかと思われる。すなわち、中国の辺境政策・少数民族問題の歴史
的考察として一貫させるならば、第 1 部、第 2 部、第 3 部の順ではなく、第 1
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部、第 3 部、第 2 部の順が望ましかったであろう。第 3 部の三つの事例がいず
れも 1940～50 年代のものであったこと、前半部分でいささか過剰に「後述する
ように」という断り書きがくりかえされていることがその証左である。三つの
事例研究が第 3 部に置かれたのは、第 1 部（第１章を除く）と第 2 部が理論的・
一般的考察を含む現状分析として中心をなし、第 3 部はその例証部分あるいは
各論ということであろうか。「終章」であらためて多くの問題を立てなおさなけ
ればならなかったのも、構成上の問題によるものと思われる。 
4 結論 
 本論文にもいくつかの問題が残るとしても、それを指摘するのは望蜀の言に
すぎない。なぜなら、本論文は、独創的な視角と丹念な考察によって、著者が
現代中国政治研究に新たに打ちたてた金字塔ともいえる本格的な業績であり、
今後長きにわたり後進の研究者の道標となることは間違いないからである。本
論文は、斯界をリードし続けようとする著者の旺盛な意欲と、根底において少
数者に同情し、そのよりよい生存と世界の平和を願う心情を基盤に、「周縁」か
ら見ることによって、国際政治のなかの中国政治の姿、さらには近代国家一般
の姿を立体的に浮かび上がらせることに見事に成功している。 
本論文は学術の業績として意義深く、また完成の域に達しているということ
ができ、博士（政治学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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